
　
新
た
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点

と
し
て
、
泉
一
丁
目
に
建
設
を
進

め
て
い
た
新
庁
舎
が
こ
の
ほ
ど
完

成
し
、
５
月
７
日
㈪
か
ら
業
務
を

開
始
し
ま
す
。
新
庁
舎
オ
ー
プ
ン

に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
運
営
し
て
き

た
仮
設
庁
舎
お
よ
び
分
庁
舎
に
入

っ
て
い
る
す
べ
て
の
課
お
よ
び
保

育
課
が
新
庁
舎
に
移
転
し
ま
す
。

所在地：桶川市泉一丁目3番28号
敷地面積：4,184.14㎡
建築面積：2,270.33㎡
延床面積：9,543.18㎡
階数：地上5階
構造：鉄骨造、鉄筋コンクリート造、
　　　鉄骨鉄筋コンクリート造、木造
設計：株式会社日本設計
施工：大成建設株式会社関東支店他
建設工事費：3,662,841,800円
　　　　　 （関連工事含む）

新庁舎の考え方

平成30年5月7日から平成30年5月7日から

桶川市役所 新庁舎がオープンします！桶川市役所 新庁舎がオープンします！桶川市役所 新庁舎がオープンします！桶川市役所 新庁舎がオープンします！

○立地特性・周辺環境などに配慮した庁舎
　限られた敷地を有効に使った建物配置と、周辺環境
に配慮して東側市道に面した木造部を低層とし、建物
全体の高さを抑えた 5階建ての庁舎となっています。

○防災・災害復旧拠点としての役割を果たす庁舎
　災害発生時にも安全で、被災直後も継続して使える
庁舎とするため、免震構造を採用しています。また、
停電時も３日間運転可能な非常用発電機を設置し、ト
イレなどに使用する雑用水は 4日分の必要水量（飲料
水は除く）を備えています。
○自然エネルギーの活用や省エネルギー化などによる
環境負荷の低減に配慮した庁舎
　自然エネルギーを積極的に活用するため、太陽光発
電設備を設置するとともに、空調などの熱源に地中熱
を利用しており、省エネルギー機器の採用などとあわ
せ、省エネルギー化に努めています。
○市民が利用しやすく、時代の変化に柔軟に対応可能
な庁舎
　ワンフロアーで手続きが完了するよう窓口対応業務
の比較的多い課を 2階に配置しています。中でも市民
課、税務課、保険年金課では、手続きをスムーズに済
ませられるよう、番号発券機を設置し、窓口呼出シス
テムを導入しています。

　東側市道に面した木造部には、市民ギャラリー、情
報コーナー、市民活動室など休日も市民が利用できる
市民開放ゾーンを設けています。

◀庁舎外観

▲発券機 ▲モニター

新庁舎の概要

新庁舎の配置図

　申
込
み
▼
①
８
月
〜
12
月
利
用
分
の
申

込
み

②
平
成
31
年
１
月
以
降
利
用
分
の
申
込
み

（
２
か
月
分
の
利
用
を
ま
と
め
て
受
付
）

※

①
②
と
も
に
申
込
受
付
日
午
前
９
時
時

点
で
5
団
体
以
上
の
申
込
み
が
あ
っ
た
場

合
、
そ
の
時
点
で
申
込
み
を
締
切
り
、
抽

選
に
よ
っ
て
団
体
を
選
び
ま
す
。

　詳
し
く
は
蜊
自
治
文
化
課

　
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
団
体
が
芸
術
文
化

な
ど
の
市
民
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る

た
め
の
施
設
で
す
。（
利
用
例
：
書
、
絵

画
、
写
真
の
展
示
な
ど
）

　利
用
対
象
者
▼
市
内
に
活
動
の
拠
点

を
置
く
団
体
（
個
人
は
不
可
）

　利
用
期
間
▼
８
月
以
降
の
各
月
１
日

〜
16
日
、
ま
た
は
16
日
〜
翌
月
１
日

（
た
だ
し
、
開
始
日
ま
た
は
終
了
日
が

土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
の
場
合
は

そ
れ
以
降
の
平
日
（
午
前
７
時
〜
午
後

６
時
））

※

日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
館
と

な
り
ま
す
。

　利
用
料
▼
無
料

　
　利
用
対
象
者
▼
市
内
の
文
化
団
体
、

ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
自
治
会
な
ど
の
公
共

的
団
体

　申
込
み
▼
申
込
み
受
付
開
始
日
が
平

日
で
な
い
場
合
は
そ
の
後
の
平
日
、
申

込
み
受
付
最
終
日
が
平
日
で
な
い
場
合

は
そ
の
前
の
平
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※

申
込
み
開
始
は
、
５
月
14
日
㈪
か
ら

と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
蜊
契
約
管
財
課

貸 し 出 し ス ペ ー ス の ご 案 内

利用
案内

市
民
活
動
室

全
員
協
議
会
室

２
階

５
階

利用
案内

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

１
階

詳しくは 蜊契約管財課

利用する月 申込受付開始日

8 月　　
9 月　

5 月16日㈬
午前 9 時から

10月
11月
12月

6 月 1 日㈮
午前 9 時から

利用する月 申込受付開始日 備考

奇数月
（ 1 / 3 / 5 /
7 / 9 /11月）

5 か月前の 1 日
午前 9 時から 申込受付日が土・

日・祝日・年末年

始の場合、それ以

降の平日
偶数月

（ 2 / 4 / 6 /
8 /10/12月）

6 か月前の 1 日
午前 9 時から

市民活動室
（2階 67㎡）

全員協議会室
（5階 108㎡）

利用可能人数（席数） 約 30 席 約 35 席

料
金

午前 9 :00 ～ 12:00 １，１００円 １，９００円
午後 13:00 ～ 17:00 １，５００円 ２，５００円
夜間 18:00 ～ 21:00 １，１００円 １，９００円

利用できる日
年末年始および第 1・3・5 日曜日を除く日
※全員協議会室においては議会使用日など
も除く

貸し出し開始日 ５月18日㈮～ ７月２日㈪～

申
込
み

受付開始日 利用日の３か月前の平日（土・日・祝日を除く）
受付最終日 利用日の３日前の平日（土・日・祝日を除く）
受 付 時 間 ９：00～17：00
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ご注意

5月7日（月）から使用開始！
直通ダイヤルは788で始まりますのでご注意ください。新庁舎では直通ダイヤル（ダイヤルイン）を設置しました。

新庁舎の窓口・問合せ先

・直通ダイヤルがつながるのは業務時間中
（平日午前８時30分から午後５時15分ま
で）となります。

・代表番号は、 
　０４８（７８６）３２１１です。
※今までと変わりません。

会計課 収税課

金融機関

税務課 市民課 保険
年金課

障害
福祉課

コンシェルジュ

子ども
未来課

保育課

財政課

教育
総務課

学校
支援課

学務課 道路
河川課

選挙管理
委員会
事務局

建築課 総務課 契約
管財課

職員課都市
計画課

生涯学習
文化財課

スポーツ
振興課

下水道課

企画
調整課

人権・
男女共同
参画課

社会
福祉課

高齢
介護課

農政課 産業
観光課

自治
文化課

環境課 安心
安全課

道の駅・
飛行学校
跡地整備課

市民活動室

執務室

アソシエ

2 階
会計課 審査・出納係 788-4962

収税課
管理係 788-4917
収納係 788-4918

税務課
市民税係 788-4915
資産税係 788-4916

市民課
窓口係 788-4922
戸籍係 788-4923

保険年金課
国民健康保険係 788-4941
後期高齢者医療係 788-4942
国民年金係 788-4943

障害福祉課
障害者手当 ･ 医療係 788-4935
障害者支援係 788-4936

子ども未来課
子育て政策・支援係 788-4944
手当 ･ 医療係 788-4945
児童家庭係 788-4946

保育課
保育所係 788-4947
放課後児童クラブ係 788-4948

3 階
秘書広報課

秘書係 788-4900
広報 ･ 広聴係

788-4901
※多重債務相談ダイヤル

財政課
財政係 788-4905
公会計導入係 788-4906

企画調整課
企画 ･ 統計係 788-4902
大型プロジェクト推進係 788-4903
電算係 788-4904

人権 ･
男女共同参画課

人権・男女共同参画係 788-4907
※女性相談ダイヤル 788-4908

社会福祉課
地域福祉係 788-4933
保護係 788-4934

高齢介護課

総務管理係 788-4937
地域包括ケア推進係 788-4938
介護認定係 788-4939
高齢者福祉係 788-4940

道の駅 ･ 飛行学校
跡地整備課

道の駅整備係 788-4930
飛行学校跡地整備係 788-4931

農政課
(農業委員会事務局) 農政係 788-4932

産業観光課
商工 ･ 労政係 788-4928
観光係 788-4929

自治文化課
自治 ･ 消費生活係 788-4919
協働 ･ 文化交流係 788-4920
※消費生活センター 788-4921

環境課
生活環境係 788-4924
自然環境係 788-4925

安心安全課
消防 ･ 防災係 788-4926
交通 ･ 防犯係 788-4927

4 階
教育総務課

庶務係 788-4965
管財係 788-4966

生涯学習文化財課
生涯学習係 788-4970
文化財係 788-4971

学校支援課
指導係 788-4967
保健給食係 788-4968

学務課 学務係 788-4969

スポーツ振興課 スポーツ推進係 788-4972

道路河川課
管理 ･ 用地係 788-4953
工務補修係 788-4954
河川係 788-4955

建築課
営繕 ･ 住宅係 788-4956
建築指導係 788-4957
開発指導係 788-4958

都市計画課

都市計画係 788-4949
企業立地支援係 788-4950
公園係 788-4951
街路・大規模道路整備係 788-4952

下水道課
業務係 788-4959
施設 ･ 計画係 788-4960
排水設備係 788-4961

総務課
総務・情報公開係 788-4909
文書･法規係 788-4910

契約管財課
契約･管財係（契約） 788-4912
契約･管財係（管財） 788-4913
検査係 788-4914

職員課 職員係 788-4911

選挙管理委員会
事務局 788-4909

監査委員事務局
(固定資産評価審査委員会) 788-4973

5 階
議会事務局

庶務係 788-4963
議事係 788-4964
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　２月23日から開催された３月定例市議会で、平成30年度当初予算案が可決されました。
　予算総額は、一般会計と特別会計を合わせて383億１千２百万円で、前年度に比べると
12.3％の減額となっています。

夢と希望を未来へ
―平成30年度施政方針と予算のあらまし―

詳しくは 蜊財政課

会計別の予算 （単位：千円）

  

歳 

入

　
歳
入
総
額
は
、
229
億
９
，
３
０

０
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
14
・
３

％
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
歳
入
で
最
も
多
い
の
は
、
市
税

（
市
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
）

で
44
・
０
％
を
占
め
、
101
億
２
，

６
３
２
万
１
千
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
次
に
多
い
の
が
国
庫
支
出

金
で
32
億
４
，
３
６
７
万
９
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
以
下
、
市

債
、
地
方
交
付
税
、
県
支
出
金
、

地
方
消
費
税
交
付
金
、
と
続
い
て

い
ま
す
。

  

歳 

出

　
歳
出
総
額
も
歳
入
と
同
じ
229
億

９
，
３
０
０
万
円
で
す
。

　
歳
出
で
最
も
多
い
の
は
、
民
生

費
の
97
億
２
，
０
３
９
万
２
千
円

で
42
・
３
％
を
占
め
、
次
に
、
総

務
費
29
億
４
，
４
５
０
万
２
千

円
、
以
下
、
公
債
費
、
衛
生
費
、

土
木
費
、
教
育
費
、
と
続
い
て
い

ま
す
。

一
般
会
計
内
訳

会 計 名 予算額 前年度比

一般会計

合　　計

特
別
会
計

国民健康保険
特 別 会 計

公共下水道事業
特 別 会 計

介 護 保 険
特 別 会 計

後期高齢者医療
特 別 会 計

22,993,000

7,431,000

1,654,000

5,196,000

1,038,000

38,312,000

△14.3%

△20.6%

△1.9%

6.8%

9.5%

△12.3%

小数点以下第２位を四捨五入

繰入金
10億9,794万円（4.8%）

歳 入
229億9,300万円

市税
101億2,632万1千円

（44.0%）

地方交付税
19億円

（8.3%）

地方消費税交付金
11億9,000万円

（5.2%）

市債
26億2,430万円

（11.4%）
国庫支出金

32億4,367万9千円
（14.1%）

県支出金
14億2,084万9千円

（6.2%）

諸収入
2億8,902万2千円（1.2%）

その他
7億8,790万7千円

（3.4%）

使用料および手数料
3億1,298万2千円（1.4%）

229億9,300万円
歳 出

民生費
97億2,039万2千円

（42.3%）

土木費
21億8,313万1千円

（9.5%）

総務費
29億4,450万2千円 

（12.8%）

教育費
18億6,564万1千円

（8.1%）

公債費
 23億6,077万2千円 

（10.3%）

衛生費
22億1,123万3千円

（9.6%）

消防費
10億828万5千円

（4.4% ）

その他
6億9,904万4千円

（3.0%）

当 初 予 算 の あ ら ま し
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昨
年
４
月
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し

て
、
引
き
続
き
桶
川
市
政
の
重
責
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
市
民
の
皆
様
か
ら
の
信
託
を
重
く

受
け
止
め
、
決
し
て
慢
心
す
る
こ
と
な

く
、
初
心
を
忘
れ
ず
、
ま
た
歩
み
を
止

め
る
こ
と
な
く
、
市
長
と
し
て
の
職
務

を
粛
々
と
全
う
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
さ
て
、
急
激
な
少
子
高
齢
化
と
人
口

減
少
が
同
時
進
行
す
る
中
、
ま
ち
の
活

力
を
維
持
し
、
子
育
て
世
代
が
住
み
た

い
、
住
み
続
け
た
い
と
思
う
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
は
、
ど
の
自
治
体
に

お
い
て
も
最
重
要
テ
ー
マ
と
な
っ
て
お

り
、
本
市
に
お
い
て
も
同
様
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
２
期
目
の
市
政
運
営
に
当
た
り
ま
し

て
は
、
こ
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
た
め
、
ソ

フ
ト
面
に
お
け
る
事
業
の
充
実
に
も
力

を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き

続
き
首
都
圏
の
交
通
の
要
衝
と
し
て
の

地
の
利
を
生
か
し
た
企
業
誘
致
を
積
極

的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
駅
東
口
整

備
、
道
の
駅
整
備
及
び
旧
飛
行
学
校
整

備
な
ど
、
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く

り
事
業
に
も
着
実
に
取
り
組
み
、
ま
ち

の
魅
力
を
高
め
、
発
信
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
推
進
し

て
い
く
に
当
た
り
、
多
く
の
課
題
や
困

難
に
直
面
す
る
こ
と
も
多
々
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て

皆
で
知
恵
を
絞
り
、
一
つ
ひ
と
つ
の
課

題
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
着
実
に
事
業
を

進
め
、
夢
と
希
望
を
未
来
に
つ
な
ぐ
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
当
初
予
算
の
編
成
に
当

た
り
ま
し
て
は
、
中
長
期
的
な
施
策
展

開
を
見
据
え
、
次
の
５
つ
の
重
点
分
野

と
位
置
付
け
、
優
先
的
に
予
算
措
置
を

講
じ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

１
．
こ
ど
も
が
輝
き
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
こ
ど
も
医
療
費
支
給
対
象
年
齢
の
拡

大
（
満
18
歳
に
達
す
る
年
度
末
ま

で
）
、
小
学
校
老
朽
化
対
策
（
桶
川
東

小
学
校
及
び
朝
日
小
学
校
の
ト
イ
レ
等

改
修
）
、
小
学
校
英
語
指
導
助
手
（
Ａ

Ｌ
Ｔ
）
の
増
員
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

保
護
者
助
成
金
の
創
設
な
ど

２
．
高
齢
者
が
健
康
で
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
認
知
症
検
診
（
70
歳
及
び
75
歳
対

象
）
の
開
始
、
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
に
「
住
民
主
体
の
自
主

活
動
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
」
と
「
短
期
集

中
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
を
追
加
、
市
民
と

在
宅
医
を
つ
な
ぐ
「
在
宅
医
療
連
携
セ

ン
タ
ー
」
の
運
営
、
生
活
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
拡
充
な
ど

３
．
安
心
安
全
で
利
便
性
の
高
い
ま
ち

づ
く
り
の
推
進

　
駅
東
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
、
駅

西
口
広
場
身
体
障
害
者
等
乗
降
ス
ペ
ー

ス
の
設
置
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
事
業
、
保
健
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改

修
事
業
、
農
業
セ
ン
タ
ー
耐
震
改
修
事

業
、
総
合
運
動
場
改
修
事
業
（
Ａ
面
及

び
駐
車
ス
ペ
ー
ス
拡
大
）
な
ど

４
．
に
ぎ
わ
い
や
活
力
に
満
ち
あ
ふ
れ

る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
坂
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
及

び
坂
田
図
書
館
の
整
備
事
業
、
「
桶
川

じ
ゃ
ら
ん
」
や
「
観
光
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ

ー
」
な
ど
を
活
用
し
た
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
、
城
山
公
園
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
広
場
の
運
営
開
始
、
東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
た
機
運
醸
成
事
業
な
ど

５
．
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
着

実
な
推
進

　
道
の
駅
推
進
事
業
、
旧
飛
行
学
校
整

備
事
業
、
駅
東
口
整
備
事
業
、
坂
田
地

区
公
共
施
設
等
整
備
事
業

　
平
成
30
年
度
も
「
桶
川
市
第
五
次
総

合
振
興
計
画
」
の
将
来
都
市
像
で
あ
る

「
み
ん
な
で
つ
く
り
育
む
活
気
あ
ふ
れ

る
交
流
拠
点
都
市
お
け
が
わ
」
の
実
現

に
向
け
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様

に
は
、
よ
り
一
層
の
御
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
施
政
方
針

と
い
た
し
ま
す
。

桶川市長

小野 克典

平
成
30
年
度

　施
政
方
針
（
概
要
）
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○
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

177
万
６
千
円

　
桶
川
市
第
三
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
の
目
標
達
成
に
向
け
、
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
市
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

広
報
・
啓
発
活
動
や
女
性
相
談
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業

５
，
６
６
３
万
円

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
を
図
る
た

め
、
薬
師
堂
集
会
所
の
建
設
に
対
す
る
補

助
金
を
交
付
す
る
な
ど
、
町
会
・
自
治
会

な
ど
が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
積
極

的
に
支
援
し
ま
す
。

○
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業

602
万
５
千
円

　
市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
団
体
の
活
動

や
協
働
事
業
の
拠
点
と
し
て
、
市
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
ま
す
。

○
協
働
提
案
事
業
補
助
金

200
万
円

　
市
民
活
動
の
活
性
化
や
市
民
と
行
政
に

よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
協
働
提
案
事
業
実
施
団
体
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

○
小
学
校
老
朽
化
対
策
事
業

１
，
６
０
０
万
円

　
「
桶
川
市
学
校
施
設
老
朽
化
対
策
基
本

計
画
」
に
基
づ
き
、
平
成
31
年
度
に
ト
イ

レ
な
ど
改
修
工
事
の
実
施
を
予
定
し
て
い

る
桶
川
東
小
学
校
お
よ
び
朝
日
小
学
校
の

設
計
を
行
い
ま
す
。

○
英
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
派
遣
事
業

２
，
２
４
０
万
円

　
平
成
32
年
度
か
ら
全
面
実
施
さ
れ
る
新

学
習
指
導
要
領
の
施
行
に
向
け
て
、
平
成

30
年
度
か
ら
小
学
校
の
外
国
語
活
動
の
時

間
が
増
加
す
る
た
め
、
小
学
校
に
配
置
す

る
英
語
指
導
助
手
を
１
名
増
員
し
ま
す
。

○
総
合
運
動
場
改
修
事
業１

，
４
０
０
万
円

　
平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
「
桶
川
市
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
構
想
」
に
基
づ
き
、
利
用

環
境
向
上
の
た
め
、
総
合
運
動
場
の
Ａ
面

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
内
野
部
分
の
表
土
の
入
れ

替
え
お
よ
び
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
拡
張
を
行

い
ま
す
。

○
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
機

運
醸
成
事
業

30
万
円

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
た
機
運
を
醸

成
す
る
た
め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
リ

ス
ト
や
出
場
経
験
者
に
よ
る
講
話
な
ど
の

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

○
芸
術
文
化
祭
実
行
委
員
会
交
付
金100

万
円

　
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
市
民
の
創

造
的
な
芸
術
文
化
活
動
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、「
お
け
が
わ
市
民
芸
術
文
化
祭
」を

実
施
す
る
実
行
委
員
会
に
助
成
し
ま
す
。

○
保
健
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
事
業

４
億
５
，
８
５
６
万
円

　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
開
設
以

来
25
年
が
経
過
し
、
施
設
の
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
た
め
、
施
設
の
長
寿
命
化
お
よ

び
市
民
の
方
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た

め
、
大
規
模
改
修
を
行
い
ま
す
。

○
認
知
症
検
診
事
業

207
万
４
千
円

　
認
知
症
の
症
状
の
早
期
発
見
、
早
期
対

応
お
よ
び
早
期
治
療
を
推
進
す
る
た
め
、

新
た
に
70
歳
お
よ
び
75
歳
を
対
象
に
認
知

症
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

○
20
歳
の
歯
科
健
診
事
業

67
万
７
千
円

　
60
歳
お
よ
び
妊
婦
の
方
を
対
象
と
し
た

成
人
歯
科
健
診
事
業
に
加
え
、
平
成
30
年

度
か
ら
は
喫
煙
、
飲
酒
が
可
能
と
な
る
20

歳
を
対
象
に
む
し
歯
や
歯
周
病
の
予
防
と

早
期
発
見
の
機
会
を
作
る
た
め
、
20
歳
の

歯
科
健
診
を
行
い
ま
す
。

○
こ
ど
も
医
療
費
支
給
事
業

２
億
４
，
０
５
０
万
円

　
現
在
、
中
学
３
年
生
ま
で
と
な
っ
て
い

る
対
象
年
齢
を
「
満
18
歳
に
達
す
る
日
以

後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
」
ま
で

に
拡
大
し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
を
整
え
ま
す
。

○
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

526
万
円

　
保
健
セ
ン
タ
ー
内
の
「
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
実
施
し
ま
す
。

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
管
理
運
営
経
費

２
億
２
，
４
０
４
万
８
千
円

　
桶
川
西
小
学
校
の
敷
地
内
に
整
備
を
進

め
て
き
た
分
室
の
開
設
な
ど
に
よ
り
定
員

拡
大
を
図
り
、
待
機
児
童
の
解
消
に
努
め

ま
す
。

○
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

１
億
４
，
８
０
０
万
１
千
円

　
平
成
29
年
度
か
ら
開
始
し
た
新
し
い
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
充

実
さ
せ
、
訪
問
お
よ
び
通
所
に
よ
る
住
民

主
体
の
自
主
活
動
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
お
よ

び
短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
創
設
し
提

供
し
ま
す
。

○
住
宅
用
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
設
置

費
補
助
金

１
，
１
５
０
万
円

　
住
宅
用
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
の
設

置
に
対
し
補
助

す
る
こ
と
で
、

環
境
へ
の
負
荷

の
少
な
い
ク
リ

ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
普
及
促
進

を
図
り
ま
す
。

○
埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
負
担
金

９
，
５
４
０
万
７
千
円

　
ご
み
処
理
の
広
域
化
に
向
け
、
９
市
町

村
で
構
成
す
る
埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合

へ
負
担
金
を
拠
出
し
ま
す
。

○
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
事
業

870
万
円

　
多
様
化
・
高
度
化
す
る
通
信
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
、
安
心
安
全
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
図
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
調
査
や
設
計
を
行
い

ま
す
。

○
消
費
者
行
政
推
進
事
業

583
万
５
千
円

　
消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会
を
運
営

す
る
な
ど
、
行
政
と
地
域
と
の
連
携
に
よ

る
消
費
者
の
見
守
り
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

○
坂
田
地
区
公
共
施
設
等
整
備
事
業

５
，
０
３
４
万
３
千
円

　
地
域
生
活
の
拠

点
と
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

と
図
書
館
か
ら
な

る
公
共
施
設
と
民

間
施
設
の
複
合
施

設
を
平
成
31
年
４

月
オ
ー
プ
ン
に
向

け
て
整
備
し
、
日

常
生
活
の
利
便
性

の
向
上
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

○
土
地
区
画
整
理
推
進
事
業

２
億
４
，
８
０
０
万
円

　
良
好
な
市
街
地
の
形
成
を
図
る
た
め
、

土
地
区
画
整
理
事
業
を
施
行
す
る
３
組
合

（
上
日
出
谷
南
・
下
日
出
谷
東
・
坂
田
西
）

に
対
し
、
継
続
し
て
支
援
し
ま
す
。

○
駅
東
口
整
備
事
業

１
億
４
，
４
７
９
万
７
千
円

　
埼
玉
県
と
協
力
し
て
駅
東
口
通
り
線
な

ど
の
整
備
用
地
の
取
得
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
駅
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図

る
た
め
、
平
成
30
年
度
中
に
駅
東
口
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
供
用
開
始
を
目
指
し
、
工
事

に
着
手
し
ま
す
。

○
坂
田
寿
線
整
備
事
業

７
，
５
７
７
万
８
千
円

　
歩
行
者
な
ど
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
坂
田
寿
線
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
平

成
30
年
度
は
平
成
31
年
度
に
工
事
着
手
で

き
る
よ
う
に
道
路
実
施
設
計
お
よ
び
電
柱

類
の
移
設
を
行
い
ま
す
。

○
西
側
大
通
り
線
整
備
事
業

５
，
６
４
５
万
３
千
円

　
平
成
31
年
度
に
西
側
大
通
り
線
の
全
線

開
通
を
目
指
し
、
平
成
30
年
度
は
用
地
買

収
を
完
了
さ
せ
て
２
か
年
の
道
路
整
備
工

事
に
着
手
し
ま
す
。

○
城
山
公
園
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
運
営
事

業

656
万
円

　
平
成
30
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
城
山

公
園
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
の
運
営
管
理
を

適
切
に
実
施
し
、
に
ぎ
わ
い
の
場
を
創
出

し
ま
す
。

○
道
の
駅
推
進
事
業

１
億
１
，
８
７
２
万
１
千
円

　
地
域
の
魅
力
発
信
・
産
業
の
振
興
・
災

害
時
の
防
災
拠
点
と
な
る
「
道
の
駅
」
を

整
備
す
る
た
め
、
市
整
備
事
業
用
地
の
取

得
お
よ
び
事
業
用
地
を
整
地
す
る
た
め
の

設
計
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
道
路
管
理

者
で
あ
る
国
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
事
業

を
推
進
し
ま
す
。

○
旧
飛
行
学
校
整
備
事
業

３
億
３
，
６
０
５
万
５
千
円

　
平
成
30
年
度
か
ら
の
２
か
年
の
継
続
事

業
と
し
て
、
文
化
財
建
造
物
で
あ
る
建
物

５
棟
（
守
衛
棟
、
車
庫
棟
、
兵
舎
棟
、
便

所
棟
、
弾
薬
庫
）
の
復
原
整
備
を
実
施
し

ま
す
。

○
農
業
セ
ン
タ
ー
耐
震
改
修
事
業

710
万
円

　
農
業
振
興
施
設
で
あ
る
農
業
セ
ン
タ
ー

の
耐
震
化
お
よ
び
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
含

め
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
て
、
平
成
30

年
度
は
設
計
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

○
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業201

万
２
千
円

　
誘
客
と
交
流
人
口
の
更
な
る
増
加
を
図

る
た
め
、
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
観
光
Ｐ

Ｒ
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
活
用
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ

や
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
活
動
を
充
実
さ
せ
、

更
な
る
ま
ち
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

○
べ
に
花
の
郷
づ
く
り
事
業

960
万
円

　
べ
に
花
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
個
性
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
べ
に
花

の
咲
き
誇
る
景
観
づ
く
り
を
は
じ
め
と
す

る
啓
発
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

○
広
報
事
業

２
，
２
７
４
万
１
千
円

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
よ
り
一
層
市
民
の
身

近
な
情
報
源
と
な
る
よ
う
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
行
っ
た
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌

の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
分
か
り
や
す
い
情

報
発
信
に
努
め
、
よ
り
開
か
れ
た
市
政
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

※

各
事
業
は
主
な
も
の
の
概
要
、
順
不
同

で
す
。

だ
れ
も
が
主
役
の
桶
川
を
つ
く
る

【
参
画
・
協
働
】

生
き
る
力
を
育
み
次
代
に
繋
げ
る

桶
川
を
つ
く
る

【
教
育
・
文
化
】

環
境
に
や
さ
し
く
安
心
・
安
全
に

住
み
続
け
ら
れ
る
桶
川
を
つ
く
る

【
市
民
生
活
】

み
ど
り
と
調
和
し
た

暮
ら
し
や
す
い
桶
川
を
つ
く
る

【
み
ど
り
・
都
市
基
盤
】

共
に
支
え
合
い
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
桶
川
を
つ
く
る【

健
康
・
福
祉
】

平
成
30
年
度
の
主
要
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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○
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

177
万
６
千
円

　
桶
川
市
第
三
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
の
目
標
達
成
に
向
け
、
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
市
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

広
報
・
啓
発
活
動
や
女
性
相
談
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業

５
，
６
６
３
万
円

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
を
図
る
た

め
、
薬
師
堂
集
会
所
の
建
設
に
対
す
る
補

助
金
を
交
付
す
る
な
ど
、
町
会
・
自
治
会

な
ど
が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
積
極

的
に
支
援
し
ま
す
。

○
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業

602
万
５
千
円

　
市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
団
体
の
活
動

や
協
働
事
業
の
拠
点
と
し
て
、
市
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
ま
す
。

○
協
働
提
案
事
業
補
助
金

200
万
円

　
市
民
活
動
の
活
性
化
や
市
民
と
行
政
に

よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
協
働
提
案
事
業
実
施
団
体
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

○
小
学
校
老
朽
化
対
策
事
業

１
，
６
０
０
万
円

　
「
桶
川
市
学
校
施
設
老
朽
化
対
策
基
本

計
画
」
に
基
づ
き
、
平
成
31
年
度
に
ト
イ

レ
な
ど
改
修
工
事
の
実
施
を
予
定
し
て
い

る
桶
川
東
小
学
校
お
よ
び
朝
日
小
学
校
の

設
計
を
行
い
ま
す
。

○
英
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
派
遣
事
業

２
，
２
４
０
万
円

　
平
成
32
年
度
か
ら
全
面
実
施
さ
れ
る
新

学
習
指
導
要
領
の
施
行
に
向
け
て
、
平
成

30
年
度
か
ら
小
学
校
の
外
国
語
活
動
の
時

間
が
増
加
す
る
た
め
、
小
学
校
に
配
置
す

る
英
語
指
導
助
手
を
１
名
増
員
し
ま
す
。

○
総
合
運
動
場
改
修
事
業１

，
４
０
０
万
円

　
平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
「
桶
川
市
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
構
想
」
に
基
づ
き
、
利
用

環
境
向
上
の
た
め
、
総
合
運
動
場
の
Ａ
面

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
内
野
部
分
の
表
土
の
入
れ

替
え
お
よ
び
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
拡
張
を
行

い
ま
す
。

○
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
機

運
醸
成
事
業

30
万
円

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
た
機
運
を
醸

成
す
る
た
め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
リ

ス
ト
や
出
場
経
験
者
に
よ
る
講
話
な
ど
の

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

○
芸
術
文
化
祭
実
行
委
員
会
交
付
金100

万
円

　
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
市
民
の
創

造
的
な
芸
術
文
化
活
動
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、「
お
け
が
わ
市
民
芸
術
文
化
祭
」を

実
施
す
る
実
行
委
員
会
に
助
成
し
ま
す
。

○
保
健
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
事
業

４
億
５
，
８
５
６
万
円

　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
開
設
以

来
25
年
が
経
過
し
、
施
設
の
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
た
め
、
施
設
の
長
寿
命
化
お
よ

び
市
民
の
方
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た

め
、
大
規
模
改
修
を
行
い
ま
す
。

○
認
知
症
検
診
事
業

207
万
４
千
円

　
認
知
症
の
症
状
の
早
期
発
見
、
早
期
対

応
お
よ
び
早
期
治
療
を
推
進
す
る
た
め
、

新
た
に
70
歳
お
よ
び
75
歳
を
対
象
に
認
知

症
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

○
20
歳
の
歯
科
健
診
事
業

67
万
７
千
円

　
60
歳
お
よ
び
妊
婦
の
方
を
対
象
と
し
た

成
人
歯
科
健
診
事
業
に
加
え
、
平
成
30
年

度
か
ら
は
喫
煙
、
飲
酒
が
可
能
と
な
る
20

歳
を
対
象
に
む
し
歯
や
歯
周
病
の
予
防
と

早
期
発
見
の
機
会
を
作
る
た
め
、
20
歳
の

歯
科
健
診
を
行
い
ま
す
。

○
こ
ど
も
医
療
費
支
給
事
業

２
億
４
，
０
５
０
万
円

　
現
在
、
中
学
３
年
生
ま
で
と
な
っ
て
い

る
対
象
年
齢
を
「
満
18
歳
に
達
す
る
日
以

後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
」
ま
で

に
拡
大
し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
を
整
え
ま
す
。

○
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

526
万
円

　
保
健
セ
ン
タ
ー
内
の
「
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
実
施
し
ま
す
。

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
管
理
運
営
経
費

２
億
２
，
４
０
４
万
８
千
円

　
桶
川
西
小
学
校
の
敷
地
内
に
整
備
を
進

め
て
き
た
分
室
の
開
設
な
ど
に
よ
り
定
員

拡
大
を
図
り
、
待
機
児
童
の
解
消
に
努
め

ま
す
。

○
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

１
億
４
，
８
０
０
万
１
千
円

　
平
成
29
年
度
か
ら
開
始
し
た
新
し
い
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
充

実
さ
せ
、
訪
問
お
よ
び
通
所
に
よ
る
住
民

主
体
の
自
主
活
動
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
お
よ

び
短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
創
設
し
提

供
し
ま
す
。

○
住
宅
用
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
設
置

費
補
助
金

１
，
１
５
０
万
円

　
住
宅
用
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
の
設

置
に
対
し
補
助

す
る
こ
と
で
、

環
境
へ
の
負
荷

の
少
な
い
ク
リ

ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
普
及
促
進

を
図
り
ま
す
。

○
埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
負
担
金

９
，
５
４
０
万
７
千
円

　
ご
み
処
理
の
広
域
化
に
向
け
、
９
市
町

村
で
構
成
す
る
埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合

へ
負
担
金
を
拠
出
し
ま
す
。

○
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
事
業

870
万
円

　
多
様
化
・
高
度
化
す
る
通
信
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
、
安
心
安
全
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
図
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
調
査
や
設
計
を
行
い

ま
す
。

○
消
費
者
行
政
推
進
事
業

583
万
５
千
円

　
消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会
を
運
営

す
る
な
ど
、
行
政
と
地
域
と
の
連
携
に
よ

る
消
費
者
の
見
守
り
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

○
坂
田
地
区
公
共
施
設
等
整
備
事
業

５
，
０
３
４
万
３
千
円

　
地
域
生
活
の
拠

点
と
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

と
図
書
館
か
ら
な

る
公
共
施
設
と
民

間
施
設
の
複
合
施

設
を
平
成
31
年
４

月
オ
ー
プ
ン
に
向

け
て
整
備
し
、
日

常
生
活
の
利
便
性

の
向
上
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

○
土
地
区
画
整
理
推
進
事
業

２
億
４
，
８
０
０
万
円

　
良
好
な
市
街
地
の
形
成
を
図
る
た
め
、

土
地
区
画
整
理
事
業
を
施
行
す
る
３
組
合

（
上
日
出
谷
南
・
下
日
出
谷
東
・
坂
田
西
）

に
対
し
、
継
続
し
て
支
援
し
ま
す
。

○
駅
東
口
整
備
事
業

１
億
４
，
４
７
９
万
７
千
円

　
埼
玉
県
と
協
力
し
て
駅
東
口
通
り
線
な

ど
の
整
備
用
地
の
取
得
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
駅
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図

る
た
め
、
平
成
30
年
度
中
に
駅
東
口
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
供
用
開
始
を
目
指
し
、
工
事

に
着
手
し
ま
す
。

○
坂
田
寿
線
整
備
事
業

７
，
５
７
７
万
８
千
円

　
歩
行
者
な
ど
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
坂
田
寿
線
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
平

成
30
年
度
は
平
成
31
年
度
に
工
事
着
手
で

き
る
よ
う
に
道
路
実
施
設
計
お
よ
び
電
柱

類
の
移
設
を
行
い
ま
す
。

○
西
側
大
通
り
線
整
備
事
業

５
，
６
４
５
万
３
千
円

　
平
成
31
年
度
に
西
側
大
通
り
線
の
全
線

開
通
を
目
指
し
、
平
成
30
年
度
は
用
地
買

収
を
完
了
さ
せ
て
２
か
年
の
道
路
整
備
工

事
に
着
手
し
ま
す
。

○
城
山
公
園
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
運
営
事

業

656
万
円

　
平
成
30
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
城
山

公
園
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
の
運
営
管
理
を

適
切
に
実
施
し
、
に
ぎ
わ
い
の
場
を
創
出

し
ま
す
。

○
道
の
駅
推
進
事
業

１
億
１
，
８
７
２
万
１
千
円

　
地
域
の
魅
力
発
信
・
産
業
の
振
興
・
災

害
時
の
防
災
拠
点
と
な
る
「
道
の
駅
」
を

整
備
す
る
た
め
、
市
整
備
事
業
用
地
の
取

得
お
よ
び
事
業
用
地
を
整
地
す
る
た
め
の

設
計
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
道
路
管
理

者
で
あ
る
国
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
事
業

を
推
進
し
ま
す
。

○
旧
飛
行
学
校
整
備
事
業

３
億
３
，
６
０
５
万
５
千
円

　
平
成
30
年
度
か
ら
の
２
か
年
の
継
続
事

業
と
し
て
、
文
化
財
建
造
物
で
あ
る
建
物

５
棟
（
守
衛
棟
、
車
庫
棟
、
兵
舎
棟
、
便

所
棟
、
弾
薬
庫
）
の
復
原
整
備
を
実
施
し

ま
す
。

○
農
業
セ
ン
タ
ー
耐
震
改
修
事
業

710
万
円

　
農
業
振
興
施
設
で
あ
る
農
業
セ
ン
タ
ー

の
耐
震
化
お
よ
び
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
含

め
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
て
、
平
成
30

年
度
は
設
計
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

○
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業201

万
２
千
円

　
誘
客
と
交
流
人
口
の
更
な
る
増
加
を
図

る
た
め
、
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
観
光
Ｐ

Ｒ
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
活
用
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ

や
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
活
動
を
充
実
さ
せ
、

更
な
る
ま
ち
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

○
べ
に
花
の
郷
づ
く
り
事
業

960
万
円

　
べ
に
花
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
個
性
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
べ
に
花

の
咲
き
誇
る
景
観
づ
く
り
を
は
じ
め
と
す

る
啓
発
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

○
広
報
事
業

２
，
２
７
４
万
１
千
円

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
よ
り
一
層
市
民
の
身

近
な
情
報
源
と
な
る
よ
う
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
行
っ
た
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌

の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
分
か
り
や
す
い
情

報
発
信
に
努
め
、
よ
り
開
か
れ
た
市
政
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

※

各
事
業
は
主
な
も
の
の
概
要
、
順
不
同

で
す
。

に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
る
桶
川
を

つ
く
る

【
産
業
】

計
画
的
で
将
来
を
見
据
え
た
桶
川

を
つ
く
る

【
行
財
政
運
営
】

平成28年度財務書類（一般会計）から見る市の財政状況
詳しくは 蜊財政課

　本市では平成19年度決算から簡易的な方法（総務省方式改訂モデル）に基づき財務書類を作成し、公表してきま
した。この度、国の要請を受け、平成28年度決算から「統一的な基準」に基づき、財務書類を作成しましたので公
表します。なお、詳細は市ホームページに掲載していますのでご覧ください。

①貸借対照表
　貸借対照表は、基準日時点において桶川市が住民サービスを提供するために保有している財産（資産）と、そ
の資産をどのような財源（負債・純資産）で賄ってきたかを総括的に対照表示した一覧表です。たとえば、学校
や道路などの整備にいくらお金を使って、どれだけの資産が蓄えられたか、それらを整備するための負債がどれ
だけあるのかなどを明らかにするものです。

■「統一的な基準」とは？
　これまでは、各自治体が様々な基準に基づき財務書
類を作成していましたが、同じ基準でないため、自治
体間の比較が難しいなどの課題がありました。このた
め、平成26年度に国から「統一的な基準」が示され全
国の自治体に対し、平成29年度末までにこの基準に沿
った財務書類を作成するよう求められています。

　資産は５７７億円あり、そのほとんどは学校、庁舎などの事業資産や道路、公園などのインフラ資産です。そ
の資産はこれまでの世代が負担してきた純資産３１７億円と、将来世代が負担する地方債などの負債２６０億円
を原資としています。

資産　　　　　　　　　　　　　　　　　　５７７億円
内訳　有形固定資産等　　　　　　　　　　５１６億円
　　　（道路、公園、学校などの土地や建物）
　　　投資その他の資産　　　　　　　　　   ３８億円
　　　（基金、出資金、長期延滞債権など）
　　　流動資産　　　　　　　　　　　　 　  ２３億円

負債（将来世代が負担する金額）　　２６０億円

純資産（これまでの世代が負担した金額）３１７億円

④資金収支計算書
　１年間の資金の増減を、「業務活動収支」「投資活
動収支」「財務活動収支」の３区分にわけ、どのよう
な活動に資金が必要であったかを示しています。

　本年度資金収支額は１.２億円のマイナスであり、
本年度末現金預金残高は４.４億円となりました。

②行政コスト計算書
　１年間の資産形成に結びつかない行政サービスに係
る費用と、その行政サービスの直接対価として得られ
た使用料・手数料などの収益を対比させたものです。

　経常費用は２０２億円で、行政サービスの対価とし
て市民が負担した経常収益は９億円となり、純行政コ
ストは１９３億円となりました。

③純資産変動計算書
　貸借対照表の純資産が１年間でどのように変動した
かを示したもので、今までの世代が負担した額の変動
を表したものです。

　本年度純資産は、年度を通して大きな変動はありま
せんでした。

人口75,263人（平成29年3月31日現在）

■市民１人あたりにするといくら？

３１７億円
－億円

△１９３億円
１８６億円

７億円
３１７億円

  前年度末純資産残高
  本年度純資産変動額
　　純行政コスト
　　財源（税収等、国庫等補助金）
　　その他
本年度末純資産残高

経常費用
経常収益（使用料・手数料等）
純経常行政コスト
臨時損益
純行政コスト

２０２億円
９億円

１９３億円
－億円

１９３億円

前年度末資金残高
本年度資金収支額
 業務活動収支
 投資活動収支
 財務活動収支
本年度末歳計外現金残高
本年度末現金預金残高

５.２億円
△１.２億円
△１.４億円

１.８億円
△１.６億円

０.４億円
４.４億円

資　　　産
負　　　債
純　資　産
行政コスト

７７ 万円
３５ 万円
４２ 万円
２６ 万円

◀市の紹介・観光情報や
　子育て情報など市の
　魅力を発信中！

おけがわ情報発信アプリ
「おけプッシュ」
市からの「お知らせ」を利用者のスマホに自動でお届けするアプリです。

アンドロイド
端末はこちら

アイフォーン（iOS）
端末はこちら「ごみ出しカレンダー」

機能が便利べに～
ダウンロード無料！

1011 2018.５ 2018. ５



■
副
部
長
級・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

秘
書
室
副
参
事
兼
秘
書
広
報
課
長

　
青
木
　
敬
一

【
総
務
部
副
参
事
兼
収
税
課
長
】

総
務
部
副
部
長
兼
契
約
管
財
課
長

　
角
　
裕
司

【
総
務
部
次
長
兼
新
庁
舎
建
設
推
進
課
長
】

市
民
生
活
部
副
部
長
兼
安
心
安
全
課
長 

　
稲
垣
　
裕
司

【
教
育
部
次
長
兼
教
育
総
務
課
長
】

健
康
福
祉
部
副
部
長
兼
子
ど
も
未
来
課
長

兼
児
童
館
長

　
金
子
　
由
則

【
健
康
福
祉
部
次
長
兼
保
育
課
長
兼

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
所
長
兼
児
童
館
長
】

■
課
長
級
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

総
務
部
職
員
課
長
（
昇
格
）

　
柿
沼
　
正
修

【
企
画
財
政
部
企
画
調
整
課
主
幹
】

総
務
部
収
税
課
長

　
斉
藤
　
英
仁
【
都
市
整
備
部
西
部
区
画

整
理
推
進
事
務
所
長
】

健
康
福
祉
部
保
険
年
金
課
長

　
三
村
　
修
一【

総
務
部
契
約
管
財
課
長
】

健
康
福
祉
部
桶
川
市
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
い
ず
み
の
学
園
主
席
主
幹
兼
副
所
長

　
日
野
　
弘
之

【
健
康
福
祉
部
こ
ど
も
支
援
課
長
】

健
康
福
祉
部
保
育
課
長
兼
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
所
長

　
梅
津
　
克
広

【
教
育
部
生
涯
学
習
文
化
財
課
長
】

都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
長

　
稲
橋
　
雅
史
【
都
市
整
備
部
街
路
・

大
規
模
道
路
推
進
課
長
】

都
市
整
備
部
区
画
整
理
課
主
席
主
幹
兼
坂

田
西
指
導
係
長

　
坂
田
　
稔

【
市
民
生
活
部
安
心
安
全
課
主
席
主
幹
】

 
 

■
副
部
長
級・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

教
育
部
副
部
長
兼
教
育
総
務
課
長

　
小
高
　
稔【

総
務
部
副
参
事
兼
職
員
課
長
】

教
育
部
副
部
長
兼
学
務
課
長

　
矢
澤
　
等【

教
育
部
副
参
事
兼
学
務
課
長
】

教
育
部
副
参
事
兼
生
涯
学
習
文
化
財
課
長

　
椎
橋
　
康
弘

　【
監
査
委
員
事
務
局
長

兼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
書
記
】

■
課
長
級
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

教
育
部
学
校
支
援
課
主
席
主
幹
兼
指
導
係

長
（
昇
格
）

　
増
田
　
公
之【

教
育
部
学
校
支
援
課
主
幹
】

 
 

■
副
部
長
級・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

監
査
委
員
事
務
局
長
兼
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
書
記

　
折
原
　
和
彦

【
市
民
生
活
部
副
参
事
兼
安
心
安
全
課
長
】

 
 

■
副
部
長
級・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

総
務
部
付
埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
派
遣

（
昇
格
）

　
野
口
　
誠
一

【
健
康
福
祉
部
保
険
年
金
課
長
】

 
 

市
民
生
活
部
危
機
管
理
防
災
監

　
川
末
　
一
弘

教
育
部
副
参
事
兼
学
校
支
援
課
長

　
西
納
　
聡【

桶
川
市
立
加
納
中
学
校
教
頭
】

 
 

■
課
長
級
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

埼
玉
県
へ
帰
任

　
蓮
田
　
淳
二

【
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
長
】

埼
玉
県
へ
帰
任

　
岩
下
　
則
子【

教
育
部
学
校
支
援
課
長
】

市
長
部
局

教
育
委
員
会
事
務
局

監
査
委
員
事
務
局

派
遣
職
員

平
成
30
年
4
月
1
日
付
け

採
用
者

平
成
30
年
3
月
31
日
付
け

退
職
者

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

詳
し
く
は
蜊
職
員
課

平
成
30
年
4
月
1
日
付
け

　【

　】
は
旧
職
名

　
補
助
金
申
請
要
件
▼
次
の
①
〜
④
を
す

べ
て
満
た
す
こ
と

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に
居
住
し
て

い
る
人 

※
事
業
所
な
ど
は
除
く

②
生
ご
み
処
理
容
器
な
ど
の
利
用
に
よ
り
、

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
の
減
量
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

③
た
い
肥
化
さ
れ
た
生
ご
み
を〝
た
い
肥
〟

と
し
て
自
家
処
理
で
き
る
こ
と

④
生
ご
み
処
理
容
器
な
ど
を
、
常
に
良
好

な
状
態
で
維
持
管
理
で
き
る
こ
と

　
補
助
金
額
▼
1
世
帯
あ
た
り
次
の
ア
ま

た
は
イ
の
い
ず
れ
か
1
基
で
、
購
入
日
か

ら
5
年
以
内
の
も
の

ア
生
ご
み
処
理
容
器

1
基
に
つ
き
、
購
入
額
の
2
分
の
1
の
額

※
上
限
3
千
円

イ
生
ご
み
減
量
化
機
器

1
基
に
つ
き
、
購
入
額
の
2
分
の
1
の
額

※
上
限
2
万
円

　
申
請
に
必
要
な
も
の
▼

1
．
家
庭
用
生
ご
み
処
理
容
器
等
購
入
費

補
助
金
交
付
申
請
書

※
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
お
よ
び
環
境
課
で

お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

2
．
次
の
記
載
の
あ
る
領
収
書
（
レ
シ
ー

ト
不
可
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い

・
生
ご
み
処
理
容
器
な
ど
の
購
入
日

・
購
入
者
の
氏
名

・
販
売
者
の
住
所
お
よ
び
名
称

・
生
ご
み
処
理
容
器
な
ど
の
名
称
お
よ
び

型
式
な
ど
が
記
載
し
て
あ
る
も
の

3
．
申
請
す
る
人
の
認
め
印

※
補
助
金
の
交
付
が
決
定
さ
れ
た
人
に
は
、

交
付
決
定
通
知
書
お
よ
び
補
助
金
請
求
書

の
様
式
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
補
助
金
の
支
払
い
は
、
申
請
者
名
義
の

金
融
機
関
の
預
金
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

　
申
込
み
▼
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
（
環
境

セ
ン
タ
ー
内
）
ま
た
は
環
境
課

市では、
対象の機器を買うと、
補助金がもらえるのね !!
買ったら補助金申請
しないと
　もったいないわね！

地球にやさしい『桶川市のごみ』物語①地球にやさしい『桶川市のごみ』物語①

ぶんべつ

分別マモル（主人公）
しゅじんこう

・桶川市在住

・べにばな小学校４年生

・学校でごみ（住みよいくらし）

について勉強してから、ごみ

を減らすためにできることに

ついて考えている。

べんきょう

ざいじゅう

ものたい

物体セツ
・桶川市在住

・マモルのおばあちゃん

・物をとても大切にする性格

・「もったいない」が口ぐせ

せいかく

生ごみを肥料に？？ ?

マモルと
おばあちゃんの

ち きゅう

なまなま ひひ りょうりょう

おけ がわ し もの がたり

～ごみに関するお話を４コマでわかりやすく掲載します～
かん はなし けいさい

詳しくは蜉リサイクル推進課☎728-1902
すい しん  かくわ

しょうがっこう ねんせい

す

へ

かんが

もの たいせつ

くち

おばあちゃん、お弁当を残し
ちゃったけど、「燃やせるごみ」
で捨てていいんだよね？

燃やしてしまうだけなんて、もったい
ないわよ！食べ残したものや調理くず
などは、生ごみ処理容器を使って肥料
にすることができるのよ！！

へぇ～
そうなんだ！
「燃やせるごみ」も
減らせるし、肥料に
なるなんてすごい
ね！！

ごみを減らすため
の工夫は色々ある
のよ。それから、
食べ物はなるべく
残さないようにし
ましょうね♥

べんとう

なま しょ りよう き

く ふう いろいろ

す

生ごみ処理容器

た ちょうり

のこ

も

1

2

3

4

市
で
は
生
ご
み
処
理
容
器
・
生
ご

み
減
量
化
機
器
を
購
入
す
る
人
に

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
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～市税等の納付は口座振替で～
市税などの納付には、納め忘れもなく、納付の手間も省ける口座振替が便利です。ぜひ利用してください。

～スマートフォンアプリ
　　　収納サービスが開始～

スマートアプリを利用すれば、自宅や外出先からも納付することが可能になります。ぜひ利用してください。

詳しくは 蜊収税課

かんたん あんしん べんり

スマートに納付

３.　申込手続き
申込方法 ペイジー口座振替受付サービス 桶川市収納金口座振替依頼書

申込窓口 収税課・保険年金課・高齢介護課 ①収税課
②金融機関

申込手続き

「２. 口座振替対象金融機関」のⓅマーク
がある金融機関のキャッシュカードを持参
のうえ、上記「申込窓口」で手続きをして
ください。
※手続きの際に本人による暗証番号の入力
が必要です。
※法人名義のカード、代理人カードおよび
生体認証専用カードは使えません。

納税通知書などに同封の依頼書または上記
「申込窓口」に備え付けの依頼書で郵送ま
たは直接収税課窓口に持参して手続きして
ください。
※ゆうちょ銀行の場合は、直接ゆうちょ銀
行の窓口で手続きをしてください。

申込期限と
振替開始日

毎月15日（12月は10日）締切で、当月末
から口座振替が可能です。

毎月末締切で、翌月末から口座振替が可能
です。
郵送の場合は、月末必着です。

２.　口座振替対象金融機関

埼玉りそな銀行 Ⓟ みずほ銀行 Ⓟ 三菱ＵＦＪ銀行 Ⓟ 三井住友銀行 Ⓟ

りそな銀行 Ⓟ 足利銀行 Ⓟ 武蔵野銀行 Ⓟ 東和銀行 Ⓟ

大光銀行 埼玉縣信用金庫 Ⓟ 川口信用金庫 Ⓟ 青木信用金庫 Ⓟ

中央労働金庫 Ⓟ さいたま農業協同組合 ゆうちょ銀行 Ⓟ ※依頼書で申込みの場合は、直接ゆう
ちょ銀行で手続きをしてください。

Ⓟ…ペイジー口座振替受付サービス対象金融機関

１.　口座振替対象税目など
①市民税・県民税
　（普通徴収） ②固定資産税・都市計画税 ③軽自動車税 ④国民健康保険税

⑤保育料 ⑥放課後児童クラブ負担金 ⑦下水道受益者負担金 ⑧入学準備金貸付元金収入

⑨介護保険料 ⑩後期高齢者医療保険料

２.　対象税目等
①市民税・県民税
　（普通徴収） ②固定資産税・都市計画税 ③軽自動車税 ④国民健康保険税

⑤保育料 ⑥介護保険料 ⑦後期高齢者医療保険料

１.　対応アプリ
アプリ 利用方法 サービス開始日

P
ペ イ ビ ー

ayB お使いのスマートフォンのアプリストアから、アプリケーショ
ンをダウンロードし、利用してください。なお、詳細は、市ホー
ムページをご覧ください。

平成30年5月1日
ヤフーアプリ

４.　平成30年度市税など納期限一覧
納期月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月

納期限 H30.5.31 H30.7.2 H30.7.31 H30.8.31 H30.10.1 H30.10.31 H30.11.30 H30.12.25 H31.1.31 H31.2.28

市民税
県民税 第 1 期 第 2 期 第 3 期 第 4 期

固定資産税
都市計画税 第 1 期 第 2 期 第 3 期 第 4 期

軽自動車税 全期

国民健康保険税 第 1 期 第 2 期 第 3 期 第 4 期 第 5 期 第 6 期 第 7 期 第 8 期

介護保険料 第 1 期 第 2 期 第 3 期 第 4 期 第 5 期 第 6 期 第 7 期 第 8 期

後期高齢者
医療保険料 第 1 期 第 2 期 第 3 期 第 4 期 第 5 期 第 6 期 第 7 期 第 8 期

※その他の収納金（保育料・放課後児童クラブ負担金・下水道受益者負担金・入学準備金貸付金元金収入）の納期限は担当
課へ問い合わせてください。
※一度申込みすれば、毎年継続します。ただし、固定資産税・都市計画税の場合、不動産の共有者や持分などに変更があっ
た場合は、継続されない場合があります。その場合は、改めて申込みの手続きが必要となります。
※振替日に残高が不足していると、振替ができません。再度振替することは行っておりませんので、振替日前日の残高に注
意してください。
※口座振替後に領収書などは送付していません。随時、通帳記帳により確認してください。
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